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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
世
界
的

に
拡
大
し
て
か
ら
約
三
年
が
経
っ
た
。
こ
の

間
、
世
界
は
多
く
の
苦
難
や
深
刻
な
分
断
を

経
験
し
て
き
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
さ
ま
ざ

ま
な
感
染
症
や
そ
れ
ら
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

の
歴
史
に
つ
い
て
論
じ
た
書
物
も
数
多
く

刊
行
さ
れ
て
き
た
。

　

本
書
は
、
ア
メ
リ
カ
統
治
期
の
フ
ィ
リ

ピ
ン
を
専
門
と
す
る
経
済
史
学
者
が
、
フ
ィ

リ
ピ
ン
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
（
現
在
の
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
）、
仏
領
イ
ン
ド
シ
ナ
（
ベ
ト
ナ
ム
、

ラ
オ
ス
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）、
英
領
マ
ラ
ヤ
（
マ

レ
ー
シ
ア
の
マ
レ
ー
半
島
部
分
）
な
ど
帝
国

主
義
の
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医

療
、
経
済
、
社
会
な
ど
を
広
い
視
野
か
ら
論

じ
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
、
感
染
症
の
流
行

や
医
療
は
生
態
環
境
と
の
関
連
で
考
察
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
ロ
ー
カ

ル
な
経
済
開
発
と
生
態
環
境
の
変
化
を
促

し
、
開
発
原
病
（
経
済
開
発
に
よ
っ
て
人
と

生
態
環
境
と
の
間
の
関
係
が
変
化
す
る
こ
と

で
引
き
起
こ
さ
れ
る
健
康
被
害
）
の
発
生
を

助
長
し
た
点
に
着
目
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ヒ

ス
ト
リ
ー
の
視
座
か
ら
分
析
が
行
わ
れ
る
こ

と
が
本
書
の
特
長
で
あ
る
。

民
族
主
義
を
刺
激
し
た
帝
国
医
療

　

本
書
の
鍵
概
念
で
あ
る
帝
国
医
療
と
は
、

「
近
代
に
お
け
る
科
学
お
よ
び
医
学
の
発
展
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を
背
景
に
し
て
、
宗
主
国
が
植
民
地
に
お
い

て
実
践
し
た
医
療
」
で
あ
り
、「
単
な
る
公

衆
衛
生
や
医
療
で
は
な
く
支
配
の
手
段
と
も

な
っ
て
い
た
」（
五
頁
）。
そ
し
て
、
帝
国
主

義
的
秩
序
の
下
で
、
コ
レ
ラ
、
ペ
ス
ト
、
ス

ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
起
こ

り
、
帝
国
医
療
の
対
応
を
促
し
た
。
特
に
ア

ジ
ア
や
ア
フ
リ
カ
の
帝
国
医
療
で
は
、
熱
帯

特
有
の
風
土
病
が
見
ら
れ
た
た
め
、
病
気
を

現
地
の
自
然
と
文
化
と
の
関
係
で
捉
え
る
熱

帯
医
学
が
中
心
と
な
る
。

　

帝
国
医
療
は
、
検
疫
な
ど
に
よ
る
人
や
物

の
移
動
の
制
限
、
現
地
人
の
文
化
へ
の
批
判

と
教
育
、
ハ
マ
ダ
ラ
蚊
な
ど
媒
介
生
物
の
駆

除
と
い
っ
た
自
然
環
境
へ
の
介
入
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
や
治
療
な
ど
多
岐
に
及
ん
だ
。

　

著
者
は
、
白
人
の
責
務
論
や
自
由
主
義

な
ど
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
医
療
政
策
に
強

く
反
映
さ
れ
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ
統
治
下

の
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
あ
っ
た
と
す
る
。
実
際
、

一
八
九
九
年
に
勃
発
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ア

メ
リ
カ
戦
争
以
降
、
特
に
マ
ニ
ラ
で
は
介
入

主
義
的
な
公
衆
衛
生
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
し

て
、
ア
メ
リ
カ
の
人
種
主
義
的
な
統
治
は
、

一
九
〇
四
年
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
万
博
で
展
示

さ
れ
た
「
フ
ィ
リ
ピ
ン
村
」
に
よ
く
反
映
さ

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
か

ら
山
岳
地
域
住
民
ま
で
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の

諸
種
族
が
進
化
論
的
に
序
列
化
し
て
示
さ
れ

た
。

　

帝
国
医
療
は
、
二
重
の
意
味
で
民
族
主
義

の
高
ま
り
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
第

一
に
、植
民
地
現
地
の
伝
統
的
医
療
（
呪
医
、

薬
草
医
、
祈
祷
師
な
ど
に
頼
る
も
の
）
が
否

定
さ
れ
、
西
洋
の
近
代
医
療
を
押
し
付
け
ら

れ
る
こ
と
へ
の
反
発
が
あ
っ
た
。
特
に
感
染

症
対
策
で
は
、
天
然
痘
の
予
防
の
た
め
の
種

痘
や
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
強
い

反
発
が
見
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
蘭
領
東
イ
ン

ド
の
ジ
ャ
ワ
島
や
周
囲
の
島
々
で
は
、
種
痘

に
よ
っ
て
身
体
に
傷
を
つ
け
る
行
為
が
、
イ

ス
ラ
ー
ム
の
神
へ
の
冒
涜
と
認
識
さ
れ
て
抵

抗
に
遭
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

第
二
に
、
西
洋
医
学
を
学
ん
だ
現
地
人
医

師
は
、
し
ば
し
ば
民
族
主
義
の
指
導
者
に
転

じ
た
。
彼
ら
は
、
植
民
地
統
治
と
現
地
社
会

の
媒
介
役
で
あ
り
、
と
き
に
現
地
住
民
か

ら
「
裏
切
者
」
と
見
ら
れ
る
存
在
だ
が
、
香

港
や
広
州
で
医
学
を
学
ん
だ
孫
文
や
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
へ
の
留
学
経
験
を
持
つ
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
ホ
セ
・
リ
サ
ー
ル
の
よ
う
に
、
民
族
主
義

の
代
表
的
指
導
者
と
な
る
人
物
も
現
れ
た
。

国
際
保
健
と
民
族
医
療
へ
の
移
行

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
帝
国
医
療
の
拡
大
を
、
宗

主
国
と
植
民
地
の
縦
の
つ
な
が
り
、
東
南
ア

ジ
ア
の
諸
地
域
間
の
横
の
つ
な
が
り
の
両
面

か
ら
考
察
す
る
の
も
本
書
の
重
要
な
点
で

あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、「
帝
国
医
療
で
は
、

本
来
的
に
医
学
や
政
策
に
関
す
る
知
識
・
技

術
が
人
材
と
と
も
に
帝
国
内
を
循
環
す
る
も

の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
は
帝

国
間
で
医
学
知
が
還
流
す
る
事
例
も
取
り
上
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げ
る
こ
と
で
、
帝
国
医
療
に
関
す
る
従
来
の

見
方
を
相
対
化
す
る
こ
と
」
が
目
指
さ
れ
る

（
一
六
三
頁
）。

　

縦
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
、

ア
メ
リ
カ
の
公
衆
衛
生
の
担
い
手
と
し
て
の

医
師
は
、
ア
メ
リ
カ
の
医
学
校
や
研
究
系
大

学
、
陸
軍
医
学
部
門
、
政
府
保
健
局
、
そ
し

て
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
プ
エ
ル
ト
リ
コ
の
公
衆
衛

生
局
の
間
を
巡
回
し
、
帝
国
の
人
種
・
民
族

の
序
列
化
を
強
化
し
た
。

　

横
の
つ
な
が
り
に
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
公

衆
衛
生
局
長
を
務
め
た
Ｖ
・
Ｇ
・
ハ
イ
サ
ー

な
ど
ア
メ
リ
カ
人
医
官
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

に
よ
り
、
一
九
〇
八
年
に
極
東
熱
帯
医
学
会

議
が
発
足
し
た
こ
と
な
ど
が
あ
る
。
極
東
熱

帯
医
学
会
議
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
中
を
除

き
三
八
年
ま
で
数
年
間
隔
で
開
催
さ
れ
、
イ

ン
ド
か
ら
台
湾
ま
で
の
広
大
な
ア
ジ
ア
の
熱

帯
・
亜
熱
帯
地
域
の
病
気
を
対
象
と
し
て
、

帝
国
間
で
の
医
学
知
に
関
す
る
情
報
交
換
の

場
と
な
っ
た
。
二
五
年
に
東
京
で
行
わ
れ
た

会
議
で
は
北
里
柴
三
郎
が
議
長
を
務
め
て
い

る
。

　

第
一
次
世
界
大
戦
の
頃
に
な
る
と
、
帝
国

医
療
は
、
国
際
保
健
（
医
療
・
保
健
分
野
の

国
際
協
力
）
と
民
族
医
療
（
民
族
主
義
の
台

頭
、
医
療
の
近
代
化
を
背
景
と
し
て
、
西
洋

医
療
か
現
地
民
間
医
療
か
を
問
わ
ず
、
現
地

人
が
サ
ー
ビ
ス
供
給
の
主
導
権
を
掌
握
し
た

医
療
）
に
よ
っ
て
補
完
な
い
し
代
替
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
。国
際
保
健
を
推
進
し
た
の
は
、

国
際
連
盟
保
健
機
関
や
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財

団
な
ど
で
あ
っ
た
。特
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、

国
家
単
位
で
対
処
し
え
な
い
も
の
で
あ
っ
た

た
め
、
国
際
機
関
や
財
団
の
存
在
感
が
高

ま
っ
た
。
ハ
イ
サ
ー
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の

公
衆
衛
生
局
長
を
経
て
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー

財
団
の
国
際
衛
生
委
員
会
東
洋
部
門
の
責
任

者
に
転
身
し
て
い
る
。

　

二
五
年
に
国
際
連
盟
保
健
機
関
が
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
に
極
東
伝
染
病
情
報
局
を
設
立
し
た

際
に
は
、
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ラ
ー
財
団
が
大
規
模

な
寄
付
を
行
っ
た
。
こ
の
組
織
の
設
立
に
よ

り
、
イ
ン
ド
洋
・
西
太
平
洋
沿
岸
の
各
都
市

か
ら
週
単
位
で
感
染
症
の
発
生
情
報
を
収
集

し
、
各
地
に
情
報
を
伝
え
る
こ
と
が
可
能
と

な
っ
た
。
三
七
年
に
は
、
蘭
領
東
イ
ン
ド
の

バ
ン
ド
ン
で
、
国
際
連
盟
保
健
機
関
の
主
催

で
農
村
衛
生
極
東
会
議
（
バ
ン
ド
ン
農
村
衛

生
会
議
）
が
開
催
さ
れ
、
病
理
学
的
要
因
だ

け
で
な
く
、
社
会
経
済
的
要
因
も
多
元
的
に

と
り
あ
げ
て
農
村
保
健
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

た
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
、
現
代
の
開

発
途
上
国
の
保
健
戦
略
に
お
け
る
「
プ
ラ
イ

マ
リ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
の
源
流
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
。

現
地
制
度
の
活
用
、
資
本
に
よ
る
補
完

　

日
本
統
治
下
の
台
湾
や
イ
ギ
リ
ス
統
治
下

の
イ
ン
ド
な
ど
、
東
南
ア
ジ
ア
以
外
の
植
民

地
を
と
り
あ
げ
、
帝
国
医
療
の
比
較
が
行
わ

れ
る
の
も
、本
書
の
特
長
で
あ
る
。
例
え
ば
、

日
清
戦
争
後
の
日
本
の
植
民
地
統
治
当
初
か
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ら
、台
湾
で
は
腺
ペ
ス
ト
が
流
行
し
て
い
た
。

ペ
ス
ト
対
策
の
成
否
は
日
本
の
植
民
地
統
治

の
あ
り
方
を
左
右
し
か
ね
な
い
た
め
、
ペ
ス

ト
制
圧
を
目
指
す
公
衆
衛
生
政
策
が
本
格
的

に
実
施
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
対
策
は
、
日
本

国
内
の
衛
生
制
度
を
移
植
す
る
形
で
実
施
さ

れ
た
が
、
行
政
制
度
に
つ
い
て
は
、
新
た
に

構
築
す
る
の
で
は
な
く
、
在
来
の
秩
序
を
温

存
し
自
治
的
機
関
と
し
て
利
用
し
た
こ
と
に

特
徴
が
あ
っ
た
。
台
湾
で
そ
れ
ら
の
政
策
を

推
進
し
た
中
心
人
物
が
、
台
湾
総
督
府
で

一
八
九
六
年
か
ら
衛
生
顧
問
、
九
八
年
か
ら

民
政
長
官
を
務
め
た
後
藤
新
平
で
あ
る
。

　

日
本
統
治
当
初
の
台
湾
で
は
、
日
本
の
植

民
地
政
策
を
反
映
し
て
、
台
湾
人
エ
リ
ー
ト

の
多
く
が
医
師
か
教
師
に
な
る
道
を
選
ん

だ
。
し
か
し
、
台
湾
人
医
師
た
ち
は
、
行
政

職
に
就
く
機
会
が
な
く
、
病
院
内
で
も
日
本

人
に
差
別
さ
れ
て
い
た
た
め
、
一
九
二
〇
年

代
に
は
反
植
民
地
闘
争
を
展
開
す
る
よ
う
に

な
る
。
こ
う
し
て
台
湾
人
医
師
の
間
で
民

族
主
義
が
高
ま
っ
た
時
期
は
、
日
本
で
台

湾
研
究
を
長
年
牽
引
し
て
き
た
若
林
正
丈

が
「
植
民
地
台
湾
に
お
け
る
特
色
あ
る
民
族

運
動
」（『
台
湾
抗
日
運
動
史
研
究 

増
補
版
』

三
四
一
頁
）
と
し
て
注
目
し
た
台
湾
議
会
設

置
請
願
運
動
が
行
わ
れ
た
時
期
（
二
一
～

三
四
年
）
と
重
な
っ
て
お
り
、
台
湾
の
民
族

主
義
の
多
様
な
様
相
と
広
が
り
を
う
か
が
う

こ
と
が
で
き
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
の
イ
ン
ド
で
の
医
療
が
介
入
主

義
的
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
研
究

者
の
間
で
長
年
の
論
争
が
あ
る
。
例
え
ば
、

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ア
ー
ノ
ル
ド
『
身
体
の
植

民
地
化
』
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
感
染
症
医
療
の

介
入
主
義
的
側
面
を
強
調
す
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
著
者
も
繰
り
返
し
参
照

す
る
脇
村
孝
平
『
飢
餓
・
疫
病
・
植
民
地
統

治
』
で
は
、英
領
イ
ン
ド
の
感
染
症
医
療
は
、

主
に
分
離
主
義
的
で
間
接
的
な
植
民
地
政
策

ゆ
え
に
非
介
入
主
義
的
だ
っ
た
と
さ
れ
る
。

著
者
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
医
療
の
現
地
社
会
へ

の
介
入
が
抑
制
的
だ
っ
た
理
由
と
し
て
、
民

衆
蜂
起
へ
の
恐
れ
、
緊
縮
財
政
に
よ
る
制
約

と
と
も
に
、
現
地
の
イ
ン
ド
人
に
よ
る
自
治

拡
大
を
挙
げ
て
い
る
。
同
じ
く
イ
ギ
リ
ス
統

治
下
に
あ
っ
た
マ
ラ
ヤ
で
は
、
植
民
地
国
家

に
代
わ
っ
て
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
農
場
主
や

鉱
山
経
営
者
が
費
用
を
負
担
し
て
労
働
者
の

健
康
維
持
を
図
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
、「
資

本
が
帝
国
医
療
を
補
完
す
る
役
割
を
果
た
し

た
」（
一
一
一
頁
）。

　

こ
う
し
て
帝
国
医
療
と
し
て
の
共
通
性
や

相
互
関
連
性
と
と
も
に
、
個
々
の
宗
主
国
お

よ
び
植
民
地
ご
と
の
多
様
性
を
持
っ
た
帝

国
主
義
時
代
の
東
南
ア
ジ
ア
の
医
療
、
特
に

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
対
策
は
、
そ
れ
ら
自
体
が
歴

史
と
し
て
学
ぶ
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
そ
れ
ら
が
今
日
に
至
る
各
国
・
地
域

の
医
療
や
社
会
、
経
済
、
政
治
の
あ
り
方
に

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、

そ
う
し
た
歴
史
を
学
ぶ
こ
と
の
現
代
的
意
義

も
大
き
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
●




